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4 ショウジョウバエの DDT 及び BⅡC抵抗性の浪伝学的研究 域本村久 (大阪大Fl'_I

理学部 放物学赦昌),大垣昌弘 (浪速大学 教育学部)29.2.1実現

ショウジョウバエの･DDTおよび BECに対する抵抗性は完全慣性の泣仏字によるもの<

あって,その染色体上における位置旺共に T-66土<あると考えられ引こ至った｡ この78
実に基いていもゆる crossresistanceの同局についても新しい見解を述べた｡

Ⅰ.緒 官 .

われわれは昆虫の殺虫剤は対する鞍抗性の取柄を解

明する1つの手段として,ショウジヨウバェを用いて

迫伝学的に分析し七きたが,その結果福岡系及び誇択

罪の異った2系統において,lその DDT 拭抗性は共

に第1染色体右腕の tJi]Jや scaわ の迫f云子の近くに

ある位性の遺伝子に去って支配されていることを知り

すでにその一部を報告した (塚本 ･大乱 ユ953(5);大

垣 ･塚本,195130,)｡

その後,遺伝子分析のための交配突放を行うのに適

当な軽々の突然変異型の系統を作り,DDT抵抗性に

?いては更に詳細な実験を繰返すと共に,他の殺虫剤

に対する抵抗性をも研究する目的でき択累ショウジヨ

ウ,.'ェを用いてその BHC 抵抗性を逝伝学的に分析

した,その結果.殺虫剤抵抗性迎I云丁･の染色作上の位

把を決定することができたので,こLでは DDT 及

び mIC についてこれらの分析の結果を邦告すると

･典に,竣ろ燕剤に対して拭杭性をもった昆虫は他の2

･3の投出剤に対してもrlJ'J時に抵抗性を示すという所

謂 crossrcsistancc又はcrosstoleranceの拭掛こ

ついても迫f云学的見地から考窮を行った｡

I) tlg:veStlf;hlwJ'ngJenchromosomeT

2) ∫√α:scabrouseyeincllrOmOSOmeI

本文に入るに光だち,この研究を行うに当って常に

御指導御旗比をR朋っった大阪大学剖 II秀タj教授,一大島

長辺的教授,珪批系ショウジヨウ.バェを托iL;する際に

托々の御斑斑にあずかった彦根市衛生視長小林弘氏,∵

DDTをは与された);..'邦大学化学研究所長沢純夫氏,

BIICを磁与された旭硝子株式会社淀川工場大野勇氏,

及び突放の際に種々の御手数を煩わした滑水節子嬢の■

諸氏に搾甚の謝意を表する｡

■血 材料 及び方法

DDT抵抗性の系統としてくま,われわれは彦取系及

び福岡系 の2系統 を従来よt)mいている｡淳択風 土

DDT以外に BIIC やバ･>チオy,琉頓 ニコチンな

どに対しても他の多くの野生型 ･突戯変E4型の系統に

くらべて抵抗性が強いことが判明したので,今迄2003

-2500γ/ccDDT合布Df料で 22代飼育してきたも

のをRTに 8γ/ccllfIC合初餌料で2代以上飼育淘汰

した後に,BHC抵抗性系統として突放に供した｡.

遺伝子分析のために交配突放に用いた釆続は,弟Ⅱ

･節t･第IVの各染色体に1つづつ劣性の突然変異形

質をもった_m;ca;gvl3)及び cn;Ibar-3;gvZ一)と,

3) cn:cinnabareyeinchTOmOSOPeⅡ
ca:chret;eyeinchromosomei
gvZ:groovelessinchromosom JV

4) bar-3:bareyeinchromosome王
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的Ⅰ染色体に2つの突然変異形質をもったcnw15)な

どで,これらの諮系統はすべて大阪大学のわれわれの

研究範で作成したものである｡

突放の方法は,諾系統の DDT 抵抗性を検定する

切介に成虫を肘いたtとを除いては,すべてそれぞれ

一定数の1令幼虫を殺虫剤分前●飼料叉は普通の餌料の

入った飼育ビンに入れ,それよE)卵化した成虫の数や

形質を比較する方法を附いた｡ (この方法を今後幼虫

テス1.と呼ぶことにする.) なお,羽化成虫数は正常

に羽化して生きているもののみを数え,たとえ羽化し

てもその直後にLBlも伸びることなく死ぬ様な個体は計

罪から除外した｡

殺虫剤としては 9,9'-DDT及びγ-1mCを用い

たが,DDT はその結晶を clayに 50% の割で混合

した粉剤を,lmC は結晶を一定丑のアセ1,ンに溶か

し,0.1%及び 0.5% となる様に clay と況合した

粉剤を仙川した｡

また飼育は 260-27oCに調節された相即器及び飼

育室で行い,幼虫の餌料としては寒天,乾燥Bf-母及び

砂糖をそれぞれ 2%,3% 及び4%の割に蒸溜水に桁

かし,:托排してからカビ止めのためた少丑の _Moldex

を加えて固まらせたものを恥 ､た｡与の糾料は.従来F!J

いていた Pearlの糾料に校べて栄糞が極めてよく,

多数の大きな個体が羽化する｡ また Pearlの餌料は

酒石根が入つ壱いるためにあまり煮ると固まらなくな

るが,この糾料ではその点も心配なく非常に簡単に作

ることができる.,従って幼虫テストの様な実験には好

'適な糾料であるといえる｡

ⅠIl. 彦根系ショウジョウバエの DDT

及び BEC抵抗性

彦択系ショウジヨウ,,'ェほ,前報にも述べた如く採

光後3ケ月たってから毎代 2000-2503γ/ccのDDT

合仰 脚 で飼育淘汰を行い 20数代を虚たもので,そ

の DDT出航性は淘汰後妨10代E=こは淘汰前よE)か

な()J田火したことはすでに述べたが (大垣 ･●塚本,19

53),その往Ai-に餌22代.rlの抵抗性を枚定したところ,

約10代目よL)抵抗性が増大している様子はみられなか

った｡従ってわれわれの行っている飼育条件では,宿

岡系及び彦取系の DDT 抵抗性は一応安近している

ものであって,Atにこれ以上強い抵抗性の突然変gi.那

起らない限りはそれ以上に抵抗性が増大しないものと

考えられる｡前報において彦根系の DDT 抵抗性が

I)DT合7J飼料で飼育淘汰した後10代で増大したのく.i

非抵抗性の個休が淘汰されたためで適応によるもので

はなかろうと述べたが,その後-Afに12代たっても抵抗

性が増大しないという叫宍はこれらの考えを-A言に支持

5) wt:welteyeinchromosomeA
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するものであろう｡

また DI)T淘汰後茄23代目の彦取系ショウジヨウ

バェの BIIC 抵抗性をしらべたところ,幼虫テスト

ではその LD50(飼育した幼虫の半数が淘汰されて半

数しか羽化しなt..様な殺虫剤の班姥)は約 8γ/ccで

あったOその他の多くの系統では珪狼男よt)かな()弱

く,'例えば突然変異型の cn;ca;gvlという系統では

その LD50は約 2./′/ccである｡

さて彦取系の BHC 抵抗性の遺伝学的性5:Iをしら

べるために,非抵抗性の cn;ca;gvlと彦投票とを正

逆交配し それぞれの Flの抵抗性をしらべたところ,

琵取票の BHC 抵抗性と殆んど変りなく,むしろそ

れ以上である様な場合もみられた｡これらの正道交配

の結果をもとの両系統のむ杭性と比扱して示したのが

第 1図である｡即ち,彦択系の BHC 抵抗性は今迄

報告した DDT 抵抗性同校に完全脚生で,その迫伝

様式は細胞質迫伝ではなく,染色体にある迫広子によ

るものと考えられる｡
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Fig.1. Therehtionbetweenemergcncc-

rateand liHC-dosageinfourstrainsof
- DTOSOL･hlZawleLanogas:er.

4 6ikone-R
▲ FJ(Hikone-R?×cTl;ea;gVla)

△ F】(cn;ca;gvl早×Hikone･R8)
O CTZ;Ca;gVI

IV. DDT及び BEC抵抗性と染色体

との関係

上に述べた正道交配の紙光から,珪択累のliHC抵

抗性も DI)T 抵抗性同様に完全出払であることがオ;

かったので,4対の染色体のうちどの染色体が抵抗性

l
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に関与しているかを分析するために,非拭杭性の cl7;

ca;gvZ及び m;bar-3;gt,･Lという節I;肌Ⅱ;節Ⅳ

の希染色作に劣性の突然変b'i･形門 を もった multi-

chtomosomalmlltantSの2系統を川いて次の枝なLZ･

交配を行った｡

(1) cn;ca;gtJL? X

FJ(lIikone-A ?×cn;ca;gvZ8)8

(2) cn;baT-3;gvl?X

F】(cn;ウa,-3;gvZ?XHikムne-R8)8

この様な戻交配による F2では,非抵抗性潔,拭から

の染色体と抵抗性のき板系からの染色体との組合也が

ユ6通りとなる｡第2図はその1例として CTF;bar-3;

gvlを用いた員交配の染色体の組合せを図示したもの

で,白色の染色体は非抵抗性の cu;bar-3;gvlから

の染色体をHR真也は抵抗性め琵駁系からの染色体を忌
嫌する｡

この灰交配によるF空のユ令幼虫をそれぞれ正常餌

札 DDT合和郎料,BHC合布餌料などで飼育 し,

その指炎生残って羽化した成虫の表現型と羽化数との

関係を読したのが茄1式及び茄2韻 である｡

即ち,抵抗性に関係があると考えられる特定の染色

体については,彦択系と突然変R.系統よE)の染色体が

-511pになっている場合には珪択系の位性の抵抗性遺

伝子があるために幼虫から成虫になり紹るが,突然変

異系統からの染色体がホモになっている様な組合せの

幼虫は抵抗性の退伝子を持っていないために殺虫剤で

淘汰されて成上如こはなり得ない筈である｡実際には,

:00ー
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Fig.2. Combination'sofchromosomesin
FrLl]'eslVhich appeared from theback
占r｡ssbetlVeentheresistantstrain(Hikone-R)andthesusceptiblelnultichromosomalmutantstrain(a;bar-3;gvl)･Chromosomesoftheresistantstrainarepresentedinblack,andthoseofthesusceptiblestrain
inwhite.

Table1. Phenotypeofsurvivingprogenyinthecrossof
En;Ca;gVZ♀XF】(Hikone-R?×cn;ca;gv18)8

Sortofmedium Control 1 8-9γ/ccIIHC-containing

No.ofFrhrvaetested 1000 1 2500

phenotypeofF2-月ies l 9 8 Total l 9 8 . Total

T()tatno.ofF2-Llies E 464 394 858 1 215 190

PcrcenhgeOftotalm l 49.5%

Percenhgcoftohlca l 41.8%

PerecntageoftotalgvL

Sexratio (? :8)

49.1,0,.' r 46.7%

100:84.9 J 100:88.4
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Table2. Phenotypeofsurvivil】gprogenyillthecross0f
cn;bar-3;gvl?XFl(cn;bw-3;gvL平XHikone-R8)8

sortofmedium l control IDDT2讐 ｡霊 fning IBHBiO.yn/tea?ming

No.ofFrlarvaetestedl 2000 1 4200 1 6500

PhcnotypeofFrflies l 9 8 Totall 9 8 Total19 8 Total

Totalno. ofF2-凸ies ll008 883 18911360 313 673 I 623 527

Percentageoftotalr〝1 48.4% 0.0%' 1 0.0%

Percentageoftotalbar-3 48.0% 1 41.7%

Percentage oftotalgvl 50.1% 1 46.9%

Sと立ratio(? : 8) 100:87.6 100:8(i.9 1 100:84.6

卯1試及び節2衣に見られる如くm,cn;ca,fn;gVl,

C,1;Ca;gVl,又は cn;bw-3,a;bar-3;gvZなどの校

に妨I狐色体が突然変晃系統からの染色体でホモにな

っている組合せのものが, いずれも DDTや BHC

で完全に軸汰されている｡丁方,耶且又は第1Y染色体
の突然変災形只めみが表現型となる様な組合せの場合

は全く軸汰されていないカ;,あまり著し(淘汰されて

いない｡また注釈系とヲ搾毛坑性の突然変異系統の正道

交配及び戊交配でも殺虫剤合有区や対照区の性比に和

恋なおが認められない｡この様なことから,彦取系の

JlllC拭抗性の位性遺伝子は DDT 抵抗性同様に節

(淡色作上に存在するものであることが知られる｡

､V.抵抗性主星仏字の筋Ⅰ染色体上の位定

さきに福岡系及び珪取系の?ヨウジヨウ '̂ェを用い
てその DDT 抵抗性の磁性迫伝子の位冠を推定し,

茄‡染色体右腕の もg(A-67.0)及び sca(A-66.7)

殻伝子の近くであることを報告したが(3)(5),その染色

体地図上の位匿を決定するのに充分適当な突然変異系

統がなかったのと,宍険の際の I)DT の改定がや ゝ

低く淘汰が不完全であったので,前に用いた系統より

一層適当であると思われる cnwt(m.'Ⅰ-57.5,tot

:I-82土)という系統を作り, これを用いて DI)T

抵抗性迫伝子の位在を決定すると同時に BHC 抵抗

性迫店子についてもその筋Ⅱ染色体上の位故を決定す

ろために次の実験を行った｡

28

即ち‥m wFの雄を彦取系の雌と交配し, その FI
の雌に m wtの雄を炭交配した｡ この交配では,Fl

に雌を用いてあるので妨Ⅰ染色体で交叉が起t).Fe

の成虫の表現型には,非交叉型の cnWEと野生型の

他に交叉喝の Cn･と wLの合計4通りがLu規する'V.q･で

ある｡ この交配の F2幼虫をそれぞれ正常糾料,

2QOOγ/ccDDT含有餌料,9-10γ/ccBHC如 i糾

料で飼育した結果第3夫の如き割合で各式現型の成虫

が山現した｡

Table3. PIlenOtypicnumlJerofsurviving
F2-月iesinthecrossof

F.(Hikone-R?×cnCUta)?×cq'wE8

即ち,対照区においては cnwt,cn及び tuJなど

いずれも多数出現しているが,DDT合有区,B‖C

合有区ではこれらは共に著しくすくない.これは非交

叉型のうちの CntVF及び交叉型の m.lWLなどが
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I)DTや IIHC によって哲しく淘汰されたことを戻

すものである｡

(1) DDT択杭悦 広子の位陀

妨3炎において DDT合1J-区よりLl11Jiした m -ot,

cn,wLなどの炎現刑を'1-{す例附 ま,抵抗性設広子と

これらの突然交県政f云子との問に交叉が逸ったため軸

汰されずに!切 った何体であると考えられる｡従って

孤3炎の結果から DDT抵抗性遺伝性jl_と cn及び

toL迄の交叉率を求めると次の如くなる｡ 但しこ にゝ

7iIDDTの記号で示したのは DDT 抵抗性遺伝子を

恋昧する｡

cn- RIDDT :-ユ±里 ×100--8.7 (%)
:i-6 1

RIDDT- wL:ユ±旦 ×100-14.1(形)
355

cn - WE :8.7+14.1--22.8 (%)

即ち,DDT抵抗性遺伝子は cTl迫庶子から8.7%,

TDL近庶子から 14.170' の交叉率を戻す位紀にあるこ

とになる｡C〝一打E問の染色体地図上の柵 は 24.5土

であって,実験の結果■か ら得 られた位は対照区で約

26%,DDT合有区で約 23% となり大体一致する｡

このことから I)DT 抵抗性選伝子は cnとwtの問

にあって Cnの方にや 近ゝい位征を占めることがわか

る｡wE迫伝子の位矧 まT-82土 であって Cnほどそ

ゐ位紀がはっきり決定されていないのと,DDT抵抗

性遼庶子は totよりも m lこ近いことから, 仮に 乍n

からの交叉率を基準として計罪すると,DDT抵抗性

迅伝子の位矧 土 井-66.2 となる.'しかしながら,其

の位斑を推定するために危険率5%のもとにその信顕

脚 を求めると,染色体地図の上で約64から6nのW

に存在するものであることが知られる｡

さきに福岡系及び彦択系の DDT 拭抗性退店I7-め

位紀を求めるために C1Zbw,sea,tJgなどの釆紋をm
いて交配宍験を行い, その位把は sca叉は t'gの右

側近くにあるものと考えたがこれらの退伝子はDDT

抵抗性迫伝子とあまりにも近すぎ,また bwは遠すぎ

るので突放には不適当であったことがわかる｡ちなみ

に tlgや scaなどの遣伝子はDDT把抗性辺伝子の

位斑の信祝限界の範囲内に含まれてしまうので,托抗

性迫伝子がこれら突然変異遺伝子の右にあるか左にあ

るかを決めるのは困難であるO更に DDT で淘汰す

る際に,その氾姥がや 供ゝかったので非抵抗性の個体

が充分淘汰されていないおそれがあったが,この点も-

今rTIl)のg!験においては汲蛇を拓くしたので充分に淘汰
されたものと考えてよいであろう｡

(2) IHIC拭tJLL性氾l孟子の11'J:m

DDT抵抗性辺rE子の代沢を求めたのと同様に,那
3訳から C",toL師氾伝-T･とBHC拭抗性迎伝-1･との

交叉率を計井.するとそれぞれ次の如くなる｡何 BHC

粥航性逝伝-T･のWLl巧としては RImC を川いた｡

m- 1lIBIlC :坐 塾 ×100=8.1 (!.,)
.'3.I)7

RlnHC- wE:土と堅 ×100_-10.8(fi)
3.r:J7

Ctz- tdE :8.1+10.8--24.9 (,0.I)

この吻合も宍放結果から計罪した cn-wErLIlの旺雄

が理論伯と極めてよく一致するので, m 退伝子を崩
準として BHC 抵抗性遺伝子の位冠を求めるとその

位矧 ま r-65･6となる｡.この信頗限界を危険率 5%
のもとに計算･すると,約 64-68の問tこ存在すること

が推定される｡DDT抵抗性遺伝子の位冠の信顕限界

の帽は大体 64-69であったが,BIIC抵抗性遺伝子

の位正がこの範田内に含まれてしまうのみならず,そ

の信Wl限界も析んど完全に十致することは極めて興味

ある現象である｡

VI.考 蕪 及び総的

DDT及び BEC･抵抗性 - 琵取系ショウJ/'ヨウ

メェ'の BHC拭杭性はその r)DT抵抗性と同様に完

全殴性で,その辺伝様式は細胞㌍迫I云によるものでは

なくてむしろ染色体上にあると考えられる迫伝子によ

るものであることは,郡1図に示した彦択累と En;Ca:

gvlとの正道交配の結果からも明らかである｡しかる

に殺虫剤に対する出航性は,今迄報告された種々の昆

虫においては的んど不完全位性であることが知られて

tt,ち.シ′ヨウジヨウべ工においても,Crow(1952)(!)

は DDT 耗坑性系統と非抵抗性系統を交配し その

Fl成出のDDT拭杭性は優性であるが抵抗性系統ほ

どは硬くないことを述べている｡ また Oppenoorth

andDresden(19T)3)(4)も BHC 抵抗性のy･ヨウジ

ヨウバェが正逆交配の結果から不完全挺性であること

を報告している｡これらの報館は琵択系の DDT 及

び BHC 抵抗性が完全鮎性であるというわれわれの

宍験結果とは一致しないが,これは宍殴方法の和矧 こ

よるものか.或いは)恥､た系統に4.'iLlJlな他門によるも

のであろうとも考えられる｡

次に.拭抗比がどの染色体上の退店ITによって支配

されているものであるかという閃也については,妨t;
妨工;郡IYの希染色作について･'&比の形門を祈する

multichromosomalmutantsstrain の cn;ca;gvL

とen;bar-3;gvlの2系統を用いて琵取系との問に員

交配を行った宍験結果 (第2乳 第1表及び第2表参

.q;i)､から,DDT抵抗性及び BHC 抵抗性はいずれ

も節I染体上にある位性遺伝子によるものであると考

えてもよいであろう.妨T,第IYの染色体について

は,BIIC合有区で対照区よりや 出ゝ現率が減少して

いることから,抵抗性と全く関係がないとい 切ゝるこ
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■とはできない｡しかしもし抵抗性に影響があるとして

もflXu 染色体のそれには造かに及ばないので,あまり

作川の著しくない modiaerの様なものにすぎないで

あろうと考えられるO従って抵抗性に碇も主賓な役割

をイJ-するのは,やはり妨且染色体上に存在する遣†云子

であろうっCrow (1952)(21及びその後の彼からi?礼

仰 こよれば,DDT抵抗性は polygenicなものであ

って午染色体が関係するということであるが,これら

の瓜についてはわれわれの所と宍放方法,系統などに

著 しい柵Si.があるので,今のところいずれが正しいと

か誤7:･あるとか断定することはできないO

抵抗性温位字の染色体上の位置- DDT抵抗軍広

子及び BHC抵抗性遺伝子は C,Ztvtと琵択系との交

配実験の結果から共に節1染色体のほぼ同じ位正に存

在することが明らかになった.節3式の結果から求め

た交叉率をそれぞれ比較すると次の如き関係になる｡

cn- 8.7%- 1くIPDT- 14.1%- wt

m- 8.1,00/- 1utiHCJ 16.8%- wt

この枝に染粉に得られた交叉価は DDT-の場合と

BIIC の場合とでや し鵜っているが,それぞれの遺伝

子のlLl.JJ'Lのllf払取掛 ま的者で殆んど一致 しているので,

宍験の約月ミ得られたTLT;I者の奴 率の差が果して有志で

あるかどうかが関越となるOそこでこの差を x2テス

トで放'jLfするために妨3衣における cn及び ZVtの総

LLIIJユ率を示すとそれぞれ節4炎及び筋5式の如くなる.

Tal)lc4. .Comparisonofthepercentagesbf
totalm郎esemergedfrom DDT-andliHC-
containing rncdiaintahle3.A chisquare
.testforhomogeneityindicatesthatthereis
nosignはcantdifferenceinthefrequencyof
totalcn.(X2-0.086,D.F.-1,0.80>P>0.TO)

Sortof
medium cnScc71%･tWt&+ Percentage

oftotalC〟

･1･otal t 60 6可 71･･,t 8･4

即ち,1)DT分布区と TiHC合有区における抵抗

性遺伝子と √〝迫広子との交叉率の問に有志な差があ

るものと考える時は,X2-0.086でその危険率は 70%

から8〕% の問にあり,声た wtとの交叉率が両区で

異なるものとすると X℡-1.01つでその危険率は 30%

と 4つ% の問にある｡従って有意水準の1%乃至 5%

に較べて危険率が極めて大きくなるから.'DI)T合有

区と BHC 合有区における突然変異退居子と抵抗性

迫l云子との問の交叉率には有志な益が認められないこ
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Table5･ Compar阜sonofthe'percentages
oftotalwLa主esemerged fromDDT-and

B‖C-containing media intable3.A chi

squaretestforhomogeneity indicatesthat
there isno significant differencel'n the
frequencyoftotalwl.(XL-1.010,D.F.-1,
0.40>P>0.30)

Sortof
medium

Ⅰ)ercenta g e

oftotaltU′

Total l l10 602 巨 可 15･4

とになる.換言すれば-DDT抵抗性逝伝子は MIC

抵抗性遺伝子と同じ locusを占めるものと考えるこ

ともできるわけで,今迄虹m DDT 抵抗比迫伝･rJ.I

及び 131iC 抵抗性逝†云子と呼んできたものは宍ttl

つの退伝子であって,袈耐的には I)DTに対しては

DDT抵抗性遼I云子として鋤き.他方 fiHC に対 し

ては BliC 抵抗性退伝子と.しての性質を'71すもので

あろうo或いは互いに locusが極めて班かに判った

pseudoalleleの関係にあるものとも考えられるが.一

応 DDT祇抗性と liHC抵抗性は同じ退伝=(･による

ものと考えて.その節正染色体上の位腔を決淀するた

めに DDT含街区及び B王咋 含有区からの Ellの総

Ltl税率によって,ch迫伝子との交叉率を計罪すると机

4夫に示した如く8.4/oo/となる.また.tUt迫伝1･と

の交叉率は 15.4% となるが, 前に DDT抵抗性近

伝子の萌で述べた様な理由から m を娼準として位把

を決める方が信鵜圧が高いものと考えられる｡しかし

この cnからの交叉率の8.4% という数Llliも宍験から

紺らjLた校本掛 こすぎないからその母数を推Li!するた

め危険率5%のもとにその信頼駅界を求めると上位且が

駒 lo,Oof,LF配が約 7,00'となるo従って m からの交

叉率に脚室狙邑界を考は注に入れると抵抗性遺伝子の染色

仰 山図上の位矧 ま 1-66土 とする､のが滋も巽当であ

ろう｡

この道庶子の昆虫体内での生理的乃至生化学的なAT:U

きについては今のところ不明であるが,殺虫剤のIF･lE

とは無関係に前から持っていた牛寺宝の代謝過程又は彫
素系に関係するものであって.それが伽々 殺虫剤の存

在によって宗祇的には抵抗性という現象として作mす

考ものであることは容易に推察されるo

CrossResistance- 昆虫 の殺虫剤に対す る

crossresistanccの現象は, 田虫駆除という穴隙的

な河からも哉山域柄という生物学的な河からも極めて
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歪視すべき関越であって.fT<双凹出についても桁tf:田

虫についても多くの日脚 がなされていろ.ショウジ訂

り,,.工の cros.ircsjstanCCについては,Wcincrand

Crow (10.I)I)(87が nT)T 抵抗性の系統は IIHC,

DDD,Toxaphenc,Mcthoxychlor,̂ ldrJ'nなどク

Tl-ル系の設dl刑に対し祇抗性が訪いことを'I紺fLで

おE).Ihrtlett(1952)(T)は DDT 抵抗性に工のあ

thiocyanoaeetate に対する抵抗性には有志な差が認

められないが, Metcalf の宍験ではこの2弄潅た問で

DFDTに対する抵抗性には霞があることを報告して

いる｡甲に Oppenoorthandr)resdcn(1953)(dJも

BHC抵抗性 S,ヨウジヨウ,くェの釆紙が DDTや

Thanite(isoljornylthiocyanoaCCtate蚕了の商品名)

に対 してもや抗性を流すことを述べている｡

われわれの川いている琵択系ショウジョウバェは.

DDTtや IilIC 以外にも.ミラチオyや琉頓ニコチン

に対しても他の多くの系統より抵抗性が想い.ことに

?,〆IDDT とγ-BHCは,共にクp-ル累のfi成石

塀殺虫剤であるという瓜を除いてはその化学的構造の

上に全く田似性が認められない｡それに も拘 らず,

DDT に対しても ImCに対しても1つの迫伝子の

作川によって抵抗性を示すと考えられることは,極め

て興味控い現象で,DDT拭抗性と BHC抵抗性の

院矧 ま恐らくその取木に共通な撹楢を祈しているもの

であることが推定される｡

この様に或る昆虫が種々の只った殺虫剤に対 して同

時に抵抗性を'7訳すのは,それらの殺虫剤のうちの或る

油 こよって殺虫効児を現わしているために.これに対

する昆虫の川もr.i-]じ槻耶又は堺似の}カニズムに従っ

てそれら1郡の殺虫剤に cross■resistanceを示すも

のと考えればうまく説明できるのではなかろうか｡こ

の様な考え方からすれば,殺虫剤のなかにはDDTや

BHCの様な所謂接触詔或いは神志紀に対して,例え

ば企詔の様な全くga･つた槙拓によって殺虫劾月王を員す

る英和もあるが,もしこの様な全く来ろたメカニズム

による殺虫剤に対 しても同時に拭抗性を呈する昆虫が

あるとすれば.その昆虫は I)DTや I3HCに対する

粥拭性n広子の他にまた別の殺虫剤抵抗性に関する還

伝手を邦ね11..えているものと脈すればよいであろう｡

イ工,.:エその他の昆虫では DDT 抵抗性の性質と

1311C拭抗性の性TIとは必らずLも一致しない場合も

あるが,これらのF比 ではショウ･?ヨウバェにおける

迫†割判JIIiとはjPi･つた'JJ.比によって把IJIc作を77:すものと

も考えられ,i.rt'々のEi山の把拭け.の脚 Iriについては叫
に多くの研兜の77おれることが望まれる｡

VII.摘 要

1. 汚せ王,iT:ショウジコウJl'ェの l)I)T 抵抗性は.

ilJJ紙をはじめてから 10代迄の糊にかなL)幼 くなった

那,その授けkrに 10代以 l･.を抗ても比純化が脚大す

る帆''lJはみられなかった0

2. この某紙は r)T)T のみならず LMCに対 して

も托抗性を示したので,その m lC 拭抗仕を交配災

験によってLらべたとこ7),細胞門退店をす,l'Jもので

はなくて染色作上にあると考えられる'J'i:全位性の迫†云

子によるものであることがわかった｡

3. i)DT抵抗性及び J31IC 抵抗性迅伝子と染色

体との関係を明らかにするために,各染色体に劣性の

形fTをもった2つの突然変窮系統と彦根系とを屈交配

した純凪 その拭杭性は･J)DT.IiHC共に節J染色

体上にある迫l云IT･によるものであることが明らかにな

った｡

4･ 郡Ⅱ染色作l二にある抵抗比迫伝子の位紀をしら

べたところ.I)T)T拭抗他も IHIC 抵抗性も共に染

色体地図上の位把が 7166土 であらわされる同じ位

性迫広子によって支配されているものと考えられる0

5. これらの辺†云学的な)7ltQからqrm crossresis-

tanceの(''fJ也について581㍍ し,研らしい見附を述べた.
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lttlsllmd

ln･hv()pTCVjousr叩OrtS,)'thshccr)I)rc-

1imin.lrilyshownth.ltthe7)DT-resistanceinいyo

strainsofD,oso♪h;LE-･mcZanogasLerdepen(tson

thedominantgenelocatingneLlrsea(q-66･7)or

vg(∫-67.0)genesonthesecond chromosome.

TheHikone-R(-一Hikone-DG)strainhasbeen

rearedonDDT-containing mediasuccessively

morethanhventygenerations.Theresistanceof

th)'sstraillCOnSiderahly deヽ･elopedwithin6rst

tengenerations,holl,ever,theDDT･resistanCein

thetwenty-Second generationdidnotincreast5
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morethanthatofthetenthgeneration.This

I)I)T-resistantstrainrevealed themosthigh

resisbnceamongmanystrainsnotonlytop,〆-

1JDT hutalsotoγ-BIIC.

ltJ'Sthepurposeof thepresentpaperto

TCPort the results oL genetical amlysisof

rcsistancctoγ-BIiCandoffurthもrinvestigations

LotI),〟 -Dl)T resistance with theliikone-RI

stmJn.

In allcrossing experiments,theRrst-instar

lalvacwereraised on normalandinsecticide-

ContaJ'ning medialto select the non･resistant

individuals.Sothesurviving a主esfrom the

insecticide-containin.qmとdiaareconsideredas

tlleresistant.

Fromtheresultsofreciprocalcrossesbetween

theHikone-R strainand thenon-resistantcIZ';

ca;gvEstrain,itjsdemonstrated･thattheBHC-

resistance is .completely dominant and its

iI】herihnCeissubordinatedbythepresenceof

somechronosome(S)(fig.1).

Toascertain therelationofthechromosome

totheI)DT-alldlm C-resistance,tlVObackcross

cxperJmcntsusingthemultichromosomalmutant

strainsandtheIIikone-Rstrainweredesigned

asLoliows'(Lig.2):

(1) cn;ca;gvL?×
Fl(Hikor)e-R?×cTZ;Ca;gtJZa)8

(2) cn;bar-3;gvZ? ×

FJ(cn;ba,T3;gvl?×Hikone-R8)8
1lothresultsofthesebackcross占sindicatethat

the点ies hearingsecondchromoso:.hal'mut-ant

phenotypearecompletelyselectedhyinsecticides

(table1arid2)･B‖C-resistanceoftheHikone-R

strain,therefore,associates With thesecond

chromosomeaswellasDDT-resistance.

ThentodeterminethelociofDDT-andl】HC-

resistantgeneson the second chromosome.
follolVingbackcrosslVaSmade:

cnwL?×Fl(Hikone-R?×enwL8)8

Thecrossing-Oyerratesbetweenresistantand

mutantgeneslVereestimatedbycalculatingthe

numbersof surviving adults obtained from

rearing the F211arvaeoftheabovebackcross

on the 819γ/cc 13HC-an'd2000γ/cc DDT-

eorltaining media.Theseresultsar'eshownin

table3.Itisnoticeablethattherearestatistically

nosignificantdiLrerenccbetweenthecrossingl

overratesineachcaseofDDT-andI汀ICICOn-

tainingmad王a(table4and5).

Consequently itisassumedthattheBHC-

resistantgeneissameorpselldoalleleasthe

I)DT-resistant gene', and its ユocus orlthe

chromosome map is I-66土,atleastjnthe

larvalresistanceoftheHikone11ミstTa)'n.･Thus

itmaybetruethatbothDDTand13日Cacton

theinsectshy thesameorsimilarmechanism,
in spiteofthe intrinsic differencein their

cllemicalStructures,andthismaybeoneoftlle

mostfundamentalreasonefor,crossrcsistanccr

toinsecticides.

On theScienti丘cNameoftheCommon ⅡotlSe且y in Japan.Problemson the

Breeding oflzISeCtSfor BiologicalAssay oflnsecticides.V.SumioN ĉTIAŜWA

(TakeiLaboratory,InstituteforChemicalRes甲rch,Kyoto University.Takatsuki,I

Ohsaka)･ReceivedJan･25,1954･Botyu-Kagaku19,32-35,195子(､vithEnglishresume,35･).

5 わが国におし､T.イエバエ と称せられる種類の学名について.殺虫由の生物試験用

昆虫の飼育にかんする諸問題.-(第5胡) 長沢純夫 (京都大学 化学研究所 武居研究g)(′
29.1.25.受理

わが国においてイ羊バエとよばれる種軌 こたいしては,ふるくからMuscadomesEicaLinn'e

の学名があたえられてきたが,最近一部の人々によって M.vicinaMacquartまたは M.

domesLIcavicinaMacquardtが適当<あると提唱まれた｡箪者はtypicalなM.domesLz'ca

と考えられる樋野の模本と, わが国のそれとを比較検討した結果.わが国の項類にたいし

ては後者の学名をもちいる ことが芸当<あるという結論をえた0

I･ 緒 目 た Musca.domesLL'cLZは,今別吐界各地にひろく分布

LinnctlV によってはじめてその記載があたえられ ■し,われわれが普通にイ工,.'ェとよぴならわしてきて

3:≡


